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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

・当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融緩和政策等を背景に、収益や雇用情

勢等に改善がみられ、景気は緩やかながら回復基調で推移いたしましたが、米国の金利引き上げや中国をはじめ

とする新興国経済の減速等の様々な要因により、海外景気の下振れリスクに留意する状況で推移しました。

建設業界におきましては、慢性的な建設技術者・労働者の不足等により、工事利益や工程管理に努力を要する

等、予断を許さぬ経営環境にあるものの、公共投資や民間設備投資は底堅く推移しました。

このような経済情勢の中で、当連結会計年度の業績は、以下のとおりとなりました。

連結売上高につきましては、前連結会計年度比3.3％増の879億58百万円となりました。

利益につきましては、営業利益は、前連結会計年度比68.5％増の61億20百万円、経常利益は同63.5％増の63億

30百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は同75.1％増の38億38百万円となりました。

セグメントの業績は以下のとおりです。

(建設事業)

完成工事高につきましては、前連結会計年度比4.1％増の866億18百万円となりました。利益につきましては、

完成工事高の増加及び完成工事総利益率の改善によりセグメント利益(営業利益)は同75.4％増の64億60百万円

となりました。

なお、当社単体の建設受注高につきましては、前事業年度比13.6％増の1,020億63百万円となり、その内訳は

建築工事が同13.9％増の994億71百万円、土木工事が同3.6％増の25億92百万円となりました。

(不動産事業等)

不動産事業等売上高は、連結子会社における開発型不動産売上の減少により、前連結会計年度比28.3％減の

13億40百万円となりました。利益につきましては不動産事業等総利益率の向上等により、セグメント利益(営業

利益)は同2.9％増の５億19百万円となりました。

・今後の見通し

今後の見通しにつきましては、政府の経済対策により緩やかな景気拡大が期待されるものの、中国経済をはじ

めとした海外経済の動向や、日本銀行によるマイナス金利政策の導入等国内経済への影響についても注視する必

要があり、景気動向は予断を許さない状況が続くものと思われます。

建設業界におきましては、企業収益の改善等による民間設備投資の持ち直しが期待されるものの、公共建設工

事は緩やかな減少が続くことが見込まれ、また、建設技術者・労働者の不足や厳しい受注競争により、予断を許

さぬ経営環境が続くものと思われます。

このような状況を踏まえ、平成29年３月期通期の連結業績予想は、売上高900億円、営業利益58億円、経常利益

60億円、親会社株主に帰属する当期純利益40億円を見込んでおります。

（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ14.8％増の704億80百万円となりました。主な

増減は現金預金の増加92億20百万円、受取手形・完成工事未収入金等の減少３億６百万円、販売用不動産の増加

８億66百万円及び投資有価証券の減少９億25百万円等であります。

負債合計は、支払手形・工事未払金等が30億22百万円、未成工事受入金が27億64百万円及び退職給付に係る負

債が11億15百万円増加する一方、繰延税金負債が６億50百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ

19.2％増の423億24百万円となりました。

純資産合計は、利益剰余金が配当金の支払により３億５百万円、退職給付に係る調整累計額が８億29百万円減

少する一方、親会社株主に帰属する当期純利益の計上により38億38百万円増加したこと等により、前連結会計年

度末に比べ8.8％増の281億55百万円となりました。

これにより当連結会計年度末の自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ2.3ポイント減少し39.9％となりまし

た。
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② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の主な増減状況につきましては、営業活

動による資金の増加が105億36百万円(前連結会計年度は７億26百万円の減少)、投資活動による資金の増加が１億

９百万円(前連結会計年度は41億88百万円の減少)、財務活動による資金の減少が３億82百万円(前連結会計年度は

４億73百万円の減少)となり、これにより資金は前連結会計年度末に比べ102億62百万円増加(前連結会計年度は53

億88百万円の減少)し、249億51百万円(前連結会計年度末は146億88百万円)となりました。

各活動における主な増減の内訳につきましては、次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金は、税金等調整前当期純利益59億20百万円を計上、売上債権の減少、仕入債務の増加及

び未成工事受入金の増加により59億32百万円増加する一方、たな卸資産の増加により12億63百万円減少し、営

業活動による資金は105億36百万円の増加となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金は、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入により11億円増加する一方、

有形固定資産の取得による支出、有価証券及び投資有価証券の取得による支出により９億69百万円減少し、１

億９百万円の増加となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金は、配当金の支払による減少等により３億82百万円の減少となりました。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率(％) 40.9 42.8 40.1 42.2 39.9

時価ベースの自己資本比率(％) 20.2 21.1 24.4 35.0 32.5

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(％) ― ― ― ― ―

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 250.3 ― 342.1 ― 409.5

(注) 自己資本比率 ：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率 ：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い

※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。
※「株式時価総額」は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。
※「キャッシュ・フロー」は連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しておりま
す。
「有利子負債」は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま
す。
また「利払い」については、連結キャッシュ・フロー計算書の「利息の支払額」を使用しております。

※平成25年３月期、平成27年３月期におきましては、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、「インタレスト・
カバレッジ・レシオ」については記載しておりません。
平成24年３月期、25年３月期、26年３月期、27年３月期及び28年３月期におきましては、期末日における有利子負
債が無いため「キャッシュ・フロー対有利子負債比率」については記載しておりません。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様に対する安定的な利益の還元を基本方針としております。また、企業体質の強化や将来の事

業展開のためには、利益の内部留保も重要であると認識しており、安定的な配当を基本に、その時々の経営環境や、

業績・配当性向等から最適な利益配分を決定しております。

上記の方針に基づき、当期における配当金は普通配当４円、特別配当２円及び創業430周年を記念しての記念配当

６円を加え、１株につき期末配当12円、年間で16円といたしました。

次期の配当は、１株につき中間配当金５円、期末配当金９円（普通配当５円、特別配当４円）の年間配当金14円

を実施することを予定しております。
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２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

創業430周年を迎えた当社は、「信用日本一」の社是のもと、「人・仕事・会社を磨き続け、建設事業を通じて、

社会に貢献する。」を新たに企業理念に据えました。今後、450年、500年と永続的な企業を目指す為に、今、この時

期に、来るべき厳しい時代への布石を打つことが必要だと考えています。

そのために、厳しい時代にも耐えうる企業体質づくり、即ち「筋肉質な企業体質づくり」に取り組んでいきます。

質素で堅実な社風を守り、地道に本業に取組みながら、新たに据えた企業理念「人、仕事、会社を磨き続け、建

設事業を通じて、社会に貢献する」の周知、徹底のために「人を磨く」、「仕事を磨く」、「会社を磨く」を施策

に据えています。

この計画を着実に実践し、社会に対して「安全・安心・快適な環境を提供」し、「雇用と納税」の義務を着実に

果たし、社会に貢献し続ける松井建設を目指していきます。

（２）目標とする経営指標

当社グループは、営業利益を重視し、更なる利益の向上と財務体質の強化を目指して経営努力してまいります。

（３）中長期的な会社の経営戦略

厳しさを増す経営環境のなかで、安定した経営基盤をつくりあげるため、当社グループは以下のとおり中長期的

な経営戦略を掲げております。

①人を磨く

社員の能力、資質の向上を目指した活動を行う。品格、プロ意識、感性、知性、向上心、コンプライアンス意

識の向上を図る。それにより、どのような時代、状況でも対応できる人間力の向上を目指す。

②仕事を磨く

技術力、営業力、提案力など仕事力を高め、さらには効率化を推進していく。また、社会の要請にこたえ続け

ていくことにより収益力の向上を目指す。

③会社を磨く

財務体質の強化、制度の見直しなどにより会社の体質を強化する。また、リスク対応に万全を期すことにより、

さらなる健全経営、安定経営を目指す。

（４）会社の対処すべき課題

当社は、本年４月に創業430周年を迎えました。積み重ねた歴史を今後450年、500年と続けるためには、目まぐる

しく変化する社会情勢に機敏に対処していかなければなりません。そのためには、社是「信用日本一」のもと、質

素で堅実な社風を守り、地道に本業に取り組み、確かな品質とサービスのご提供とともに、安定した収益の確保に

努め、お客様に選ばれ続ける企業グループを目指して参る所存であります。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、IFRS(国際財務報告基準)の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針で

あります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 13,286,274 22,506,735

受取手形・完成工事未収入金等 18,589,718 18,283,612

有価証券 2,499,950 3,097,866

未成工事支出金 894,572 1,561,543

販売用不動産 93,212 959,687

仕掛販売用不動産 1,197,930 1,570,176

その他のたな卸資産 129,385 154,152

繰延税金資産 539,125 742,997

その他 1,835,858 294,880

貸倒引当金 △994 △2,214

流動資産合計 39,065,034 49,169,437

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 9,465,726 9,402,503

機械、運搬具及び工具器具備品 434,285 430,926

土地 7,253,834 6,979,879

リース資産 390,486 390,486

建設仮勘定 － 286,470

減価償却累計額 △5,367,571 △5,386,791

有形固定資産合計 12,176,760 12,103,473

無形固定資産 43,773 70,807

投資その他の資産

投資有価証券 9,309,385 8,383,390

長期貸付金 17,125 16,500

破産更生債権等 693,837 670,734

繰延税金資産 387 1,513

その他 753,592 699,811

貸倒引当金 △654,670 △635,184

投資その他の資産合計 10,119,657 9,136,765

固定資産合計 22,340,192 21,311,046

資産合計 61,405,226 70,480,483
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 21,541,734 24,564,417

未払法人税等 1,119,373 1,692,214

未成工事受入金 6,971,380 9,735,494

完成工事補償引当金 172,137 138,655

工事損失引当金 37,100 39,000

賞与引当金 702,099 746,770

その他 375,487 388,418

流動負債合計 30,919,312 37,304,969

固定負債

繰延税金負債 899,176 248,192

退職給付に係る負債 2,742,419 3,857,979

その他 956,598 913,844

固定負債合計 4,598,193 5,020,016

負債合計 35,517,506 42,324,986

純資産の部

株主資本

資本金 4,000,000 4,000,000

資本剰余金 333,719 333,719

利益剰余金 18,561,934 22,095,144

自己株式 △26,309 △26,582

株主資本合計 22,869,343 26,402,280

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,468,579 3,032,480

退職給付に係る調整累計額 △450,202 △1,279,263

その他の包括利益累計額合計 3,018,376 1,753,216

純資産合計 25,887,720 28,155,497

負債純資産合計 61,405,226 70,480,483
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高

完成工事高 83,239,803 86,618,039

不動産事業等売上高 1,869,636 1,340,831

売上高合計 85,109,440 87,958,870

売上原価

完成工事原価 76,541,426 77,407,871

不動産事業等売上原価 1,282,372 761,069

売上原価合計 77,823,799 78,168,941

売上総利益

完成工事総利益 6,698,377 9,210,167

不動産事業等総利益 587,263 579,761

売上総利益合計 7,285,640 9,789,928

販売費及び一般管理費 3,652,669 3,669,021

営業利益 3,632,971 6,120,907

営業外収益

受取利息 32,168 27,060

受取配当金 110,823 156,147

匿名組合投資利益 733 －

労災保険還付金 53,118 68,327

償却債権取立益 28,632 －

その他 39,849 53,750

営業外収益合計 265,326 305,286

営業外費用

支払利息 16,590 25,731

支払手数料 7,999 58,021

その他 1,697 11,832

営業外費用合計 26,288 95,586

経常利益 3,872,009 6,330,607

特別損失

訴訟和解金 40,988 －

固定資産除却損 30,605 55,187

減損損失 113,909 354,815

特別損失合計 185,504 410,002

税金等調整前当期純利益 3,686,505 5,920,604

法人税、住民税及び事業税 1,409,000 2,269,200

法人税等調整額 85,883 △187,018

法人税等合計 1,494,883 2,082,181

当期純利益 2,191,622 3,838,422

親会社株主に帰属する当期純利益 2,191,622 3,838,422
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当期純利益 2,191,622 3,838,422

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 987,260 △436,099

退職給付に係る調整額 424,004 △829,060

その他の包括利益合計 1,411,264 △1,265,160

包括利益 3,602,886 2,573,262

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 3,602,886 2,573,262
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,000,000 333,719 16,203,757 △24,959 20,512,517

会計方針の変更による

累積的影響額
410,744 410,744

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
4,000,000 333,719 16,614,501 △24,959 20,923,261

当期変動額

剰余金の配当 △244,189 △244,189

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,191,622 2,191,622

自己株式の取得 △1,350 △1,350

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 1,947,432 △1,350 1,946,082

当期末残高 4,000,000 333,719 18,561,934 △26,309 22,869,343

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る調整

累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 2,481,319 △874,207 1,607,112 22,119,629

会計方針の変更による

累積的影響額
410,744

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
2,481,319 △874,207 1,607,112 22,530,373

当期変動額

剰余金の配当 △244,189

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,191,622

自己株式の取得 △1,350

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
987,260 424,004 1,411,264 1,411,264

当期変動額合計 987,260 424,004 1,411,264 3,357,347

当期末残高 3,468,579 △450,202 3,018,376 25,887,720
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当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,000,000 333,719 18,561,934 △26,309 22,869,343

会計方針の変更による

累積的影響額
－

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
4,000,000 333,719 18,561,934 △26,309 22,869,343

当期変動額

剰余金の配当 △305,213 △305,213

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,838,422 3,838,422

自己株式の取得 △273 △273

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 3,533,209 △273 3,532,936

当期末残高 4,000,000 333,719 22,095,144 △26,582 26,402,280

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る調整

累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 3,468,579 △450,202 3,018,376 25,887,720

会計方針の変更による

累積的影響額
－

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
3,468,579 △450,202 3,018,376 25,887,720

当期変動額

剰余金の配当 △305,213

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,838,422

自己株式の取得 △273

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△436,099 △829,060 △1,265,160 △1,265,160

当期変動額合計 △436,099 △829,060 △1,265,160 2,267,776

当期末残高 3,032,480 △1,279,263 1,753,216 28,155,497
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 3,686,505 5,920,604

減価償却費 332,202 332,883

訴訟和解金 40,988 －

固定資産除却損 30,605 55,187

減損損失 113,909 354,815

匿名組合投資損益（△は益） △733 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 116,775 △18,265

受取利息及び受取配当金 △142,991 △183,208

支払利息 16,590 25,731

売上債権の増減額（△は増加） △4,341,239 330,154

たな卸資産の増減額（△は増加） △46,838 △1,263,488

仕入債務の増減額（△は減少） 3,138,804 2,838,465

未成工事受入金の増減額（△は減少） △384,123 2,764,114

未成工事支出金の増減額（△は増加） △373,792 △666,971

賞与引当金の増減額（△は減少） 118,663 44,671

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △115,805 △62,900

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 28,771 △33,482

工事損失引当金の増減額（△は減少） △238,800 1,900

未払消費税等の増減額（△は減少） △343,409 △65,552

その他 △1,410,116 1,732,463

小計 225,966 12,107,125

利息及び配当金の受取額 125,106 157,899

利息の支払額 △16,590 △25,731

法人税等の支払額 △1,023,438 △1,706,732

法人税等の還付額 3,899 3,626

訴訟和解金の支払額 △40,988 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △726,045 10,536,187
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,742,728 △442,333

貸付けによる支出 △150 △83,200

貸付金の回収による収入 3,745 3,916

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △2,354,432 △527,195

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

1,000,000 1,100,997

無形固定資産の取得による支出 △14,088 △31,055

定期預金の預入による支出 △115,001 △12,006

定期預金の払戻による収入 34,000 100,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,188,656 109,123

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △244,189 △305,213

自己株式の純増減額（△は増加） △1,350 △273

その他 △227,996 △77,325

財務活動によるキャッシュ・フロー △473,536 △382,811

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,388,238 10,262,498

現金及び現金同等物の期首残高 20,076,805 14,688,567

現金及び現金同等物の期末残高 14,688,567 24,951,065
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差

額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更

いたしました。また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による

取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。

加えて、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首時点から将

来にわたって適用しております。

当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は

売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載し、連結範囲の

変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生

じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更して

おります。

なお、当連結会計年度において、連結財務諸表及び１株当たり情報に与える影響額はありません。
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(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは「建設事業」「不動産事業等」を主要事業としており、この２つを報告セグメントとしております。

「建設事業」は建築・土木その他建設工事全般に関する事業であり、「不動産事業等」は不動産の売買・賃貸その

他不動産全般に関する事業であります。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

(注１)

連結財務諸表

計上額

(注２)建設事業 不動産事業等

売上高

外部顧客への売上高 83,239,803 1,869,636 85,109,440 － 85,109,440

セグメント間の内部
売上高又は振替高

175,104 8,180 183,284 △183,284 －

計 83,414,908 1,877,816 85,292,724 △183,284 85,109,440

セグメント利益 3,683,066 505,399 4,188,465 △555,494 3,632,971

セグメント資産 24,173,650 10,844,050 35,017,701 26,387,524 61,405,226

その他の項目

減価償却費 92,858 206,808 299,667 32,534 332,202

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

56,535 2,932,438 2,988,973 16,990 3,005,964

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△555,494千円には、セグメント間取引消去12,034千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△567,529千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額26,387,524千円には、セグメント間取引消去△1,160,712千円、各報告セグメン

トに配分していない全社資産27,548,237千円が含まれております。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額16,990千円は、各報告セグメントに帰属しない設備等の

投資額であります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

(注１)

連結財務諸表

計上額

(注２)建設事業 不動産事業等

売上高

外部顧客への売上高 86,618,039 1,340,831 87,958,870 － 87,958,870

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,009,940 7,000 1,016,940 △1,016,940 －

計 87,627,979 1,347,831 88,975,810 △1,016,940 87,958,870

セグメント利益 6,460,796 519,870 6,980,667 △859,759 6,120,907

セグメント資産 26,074,870 11,898,079 37,972,949 32,507,534 70,480,483

その他の項目

減価償却費 104,394 220,289 324,684 8,199 332,883

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

277,847 395,604 673,451 8,707 682,159

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△859,759千円には、セグメント間取引消去△163,078千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△696,681千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額32,507,534千円には、セグメント間取引消去△2,789,000千円、各報告セグメン

トに配分していない全社資産35,296,534千円が含まれております。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額8,707千円は、各報告セグメントに帰属しない設備等の

投資額であります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり純資産額 848.18円 922.49円

１株当たり当期純利益 71.80円 125.76円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益 (千円) 2,191,622 3,838,422

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 (千円) 2,191,622 3,838,422

普通株式の期中平均株式数 (株) 30,523,019 30,521,108

　

３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

純資産の部の合計額 (千円) 25,887,720 28,155,497

純資産の部の合計額から控除する金額 (千円) － －

普通株式に係る期末の純資産額 (千円) 25,887,720 28,155,497

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数

(株) 30,521,468 30,521,068

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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５．その他

（１）受注高、売上高及び次期繰越高の状況（個別）

① 受注高

前事業年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

建
設
事
業

建築 87,337,660 96.0 99,471,127 96.3 12,133,466 13.9

土木 2,502,989 2.8 2,592,770 2.5 89,780 3.6

計 89,840,650 98.8 102,063,897 98.8 12,223,247 13.6

不動産事業等 1,104,899 1.2 1,255,933 1.2 151,034 13.7

合計 90,945,549 100 103,319,831 100 12,374,282 13.6

　

② 売上高

前事業年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

建
設
事
業

建築 79,337,494 94.8 83,562,142 95.3 4,224,647 5.3

土木 3,302,459 3.9 2,934,886 3.3 △367,573 △11.1

計 82,639,954 98.7 86,497,028 98.6 3,857,073 4.7

不動産事業等 1,090,192 1.3 1,206,273 1.4 116,080 10.6

合計 83,730,147 100 87,703,301 100 3,973,154 4.7

　

③ 次期繰越高

前事業年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

建
設
事
業

建築 64,535,811 97.5 80,444,796 98.4 15,908,985 24.7

土木 1,372,019 2.1 1,029,904 1.3 △342,115 △24.9

計 65,907,831 99.6 81,474,700 99.6 15,566,869 23.6

不動産事業等 250,971 0.4 300,632 0.4 49,660 19.8

合計 66,158,803 100 81,775,333 100 15,616,530 23.6
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（２）役員の異動

① 代表者の異動

該当事項はありません。

　

② その他の役員の異動(平成28年６月29日予定)

　・新任取締役候補

　 取締役 執行役員 九州支店長 盆子原 和利 （現 執行役員 九州支店長）

　 取締役 執行役員 大阪支店長 小田波 正輝 （現 執行役員 大阪支店長）

　 取締役 中 島 正 史 （現 正和商事㈱代表取締役社長）

　 （注）中島正史氏は、社外取締役の候補者であります。

　なお、同氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として、同取引所に届け出る予定です。

　・退任予定取締役

　 取締役 常務執行役員 東京支店担当 山 本 勇

　 取締役 常務執行役員 北陸支店担当 村 田 一 雄

以 上
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